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地震が発生したら車を止める
地震が発生したら、衝突や追突が起きないようハザードランプを点灯し、十分に注意し
ながら、交差点を避けて道路の左側に車を寄せて停車しましょう。その後、カーラジオ
などで情報を集めましょう。
※急にスピードを落とすと衝突の危険があります。
※落下物によりケガをする危険性があるので、不用意に外に飛び出さないこと。

地震発生

車をおいて避難する場合
・道路の左端に車を止め、火災を引き込まない

ように窓を閉めます。
・緊急車両で車を移動させられるようエンジン

キーはつけたままで、ドアロックはしない。

車から出るときの持ち物
①貴重品、伝票類 ②車検証 ③ETCカード 
④軍手、懐中電灯など

9月は防災月間！ 土砂災害（土石流・がけ崩れ・地すべり）

傾斜が急な山の多いところでは、台風や大雨または地震などにより、上記のような土砂災
害が発生しやすくなります。山や水辺へ出かける際は、事前に台風やゲリラ豪雨などの気
象の変化に十分な注意を払いましょう。

地すべり土石流 がけ崩れ
比較的穏やかな斜面が地下
水などの影響によって、斜
面下方へ移動する現象。一
度に広範囲が動くため、大
きな被害を及ぼす。

急な斜面が雨水の浸透など
によって、崩れ落ちる現象。
突然発生し、かつ崩れるス
ピードが速い。

山腹や川底の石、土砂が長
雨や集中豪雨などの影響に
よって、一気に下流へと押し
流される。

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

土砂災害が発生した場合、住
民の生命または身体に危害が
生じるおそれがある区域

建築物に破損が生じ、住民の生命または身体に著し
い危害が生じるおそれがある区域

警戒区域を確認
ハザードマップで警戒区域
を確認しましょう。

防災
ハンドブック

トラック運送事業者の

「防災ハンドブック」を
無料配布しております。
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非常用品の備え

カセットコンロ、ガスボンベ、
炭、固形燃料など

調理器・燃料

一人あたり１日３リットルの飲料水（推奨７日分）
飲料用以外の水（ポリタンクなどで備蓄）

水
簡易トイレ袋、給水シート、消臭剤、
トイレットペーパーなど

非常用トイレ用品

ランタン、懐中電灯、ラジオ、乾電池、発電機、投光器、
紙皿、紙コップ、わりばし、ウェットティッシュなど

役に立つ道具

お米、乾麺、缶詰、レトルト食品、
お菓子など

食料

ライフラインがストップした中、 
事務所（自宅）で数日を乗り切るための物

備蓄品

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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